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日本放射線技術学会雑誌

平成21年度学術調査研究班報告

医療被ばく評価単位の検討班報告
	 班　長　鈴木昇一　　藤田保健衛生大学医療科学部放射線学科
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要　旨
　【目的】現在放射線診療を行ううえで，一般撮影，
CT，透視，血管造影，核医学，放射線治療とさまざま
な形で放射線が用いられている．その中で放射線量を
表す単位と用語もさまざまであり，一般市民だけではな
く，われわれ学会員においても氾濫する線量単位，そし
て指標について十分理解したうえで使用しているとは
言えない．今回，ICRPから 2007年新勧告，さらに
DR，MDCTでの患者被曝に関する publicationが出さ
れ，診断参考レベル（diagnositic reference level: DRL）に
ついても今後わが国の関係法令への取り込みに関して
検討される．今回の調査研究から，学会発表や論文に
おいての多種多様な線量表現，モダリティ，メーカの違
いによって測定される部位や表示される線量の相違，
精度管理目的の線量指標と，患者個々の被曝線量（皮膚
線量，臓器線量）の違いの明確化，複数の放射線手技
を同一部位に実施した場合の確定的影響の捉え方が今
後の課題として挙げられる．線量単位の検討を行った
うえで，学会としての診断参考レベルデータベース化に
ついても検討が必要である．今回本調査班では上記に
示した課題と検討事項について，調査研究を行う．
　【方法】放射線量を表す単位と用語について防護量，
実用量含め抽出作業を行い，関連学団体との整合性を
図り，表記についての妥当性を検討する．そのうえで研
究発表，論文での氾濫する線量表記について分析し集

約作業を行う．精度管理などの目的での線量指標と患
者個々の被曝線量評価のための線量指標について各モ
ダリティで検討するとともに，同一線量表記でメーカ間
での違いについて基準化できるか検討する．また患者
個々の被曝線量について確定的影響を踏まえた線量評
価について検討する．また，学会としての診断参考レ
ベルの構築を検討する．
　【結果】放射線量を表す単位と用語について防護量，
実用量含め抽出作業を行うにつれ，国際・国内の関連団
体においても医療被ばくの用語がばらばらであることが
わかった．また，各モダリティによって，線量指標の違
いを明らかにした．診断領域においては，確定的影響
が主たるものであるので，各モダリティにおいては単位
としては Gyであった．最終目標として DRLを作成す
る際に国際的な動向を資料として提供する．
　【まとめ】医療被ばく評価単位の検討であるが，医療
被ばくに関する用語が統一されていないことがわかっ
た．論文においても被ばくという用語だけで括ってしま
うのではなく，術者であるのか，患者であるのか，装置
に関することかを明確に示す必要がある．また，医療被
ばくで用いる単位としては Gy，Svで問題はないが，前
述のように用いる用語によって明確にする必要が示唆さ
れた．
　今後，日本における各学会の用語，単位の統一化が
望まれる．


